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菱山小学校では三つ子ちゃんが入学。
希望と不安を胸に緊張の面持ちで
新しい学校生活がスタート♪
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�　
「
現
代
の
子
ど
も
達
は
、
体
力
が

低
下
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
文
部
科
学
省
が
行
っ
て
い
る「
体

力
・
運
動
能
力
調
査
」
に
よ
る
と
、

現
在
の
子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能

力
の
結
果
を
、
そ
の
親
の
世
代
で

あ
る
30
年
前
と
比
較
す
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
項
目
に
お
い
て
、
子
ど

も
の
世
代
が
親
の
世
代
を
下
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
身
長
や
体
重
な
ど
、
子

ど
も
の
体
格
に
つ
い
て
も
同
様
に

比
較
す
る
と
、
逆
に
親
の
世
代
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
体
格
が
向
上
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
体
力
や

運
動
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

は
、
身
体
能
力
の
低
下
が
深
刻
な

状
況
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
最
近
の
子
ど
も
は
、
靴

の
ひ
も
を
結
べ
な
い
、
ス
キ
ッ
プ

が
で
き
な
い
な
ど
、
自
分
の
身
体

を
操
作
す
る
能
力
の
低
下
も
、
文

部
科
学
省
の
調
査
で
は
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
体
力
の
低
下
は
、
将

来
的
に
は
、
生
活
習
慣
病
の
増
加

に
も
つ
な
が
り
、
日
常
生
活
の
ス

ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
の
低
下

な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
、
社
会
全
体
の
活
力
が
失
わ

れ
る
と
い
う
事
態
に
発
展
し
か
ね

ま
せ
ん
。
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
育
む

　

い
つ
で
も
元
気
に
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
体
の
活

動
を
さ
さ
え
る
体
力
が
備
わ
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

体
力
と
は
、
心
臓
、
筋
肉
、
神

経
な
ど
の
体
の
総
合
的
な
能
力
で
、

人
間
に
と
っ
て
重
要
な
能
力
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

体
力
が
高
ま
る
と
、
カ
ゼ
な
ど

の
病
気
に
か
か
り
難
く
な
り
、
か

か
っ
て
も
治
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
肥
満
や
運
動
不
足
か
ら

起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な
病
気
も
防
ぐ

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
物
事
に

取
り
組
む
意
欲
、
集
中
力
な
ど
と

い
っ
た
心
の
働
き
も
高
ま
り
ま
す
。�

　

体
力
は
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基

本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
健
全
な

発
達･

成
長
を
支
え
、
よ
り
豊
か

で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
う
え
で

大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

の
時
期
に
活
発
な
身
体
活
動
を
行

う
こ
と
は
、
成
長
や
発
達
に
必
要

な
体
力
を
高
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

身
体
的
能
力
の
基
礎
を
養
い
、
病

気
か
ら
身
体
を
守
る
体
力
を
強
化

し
、
よ
り
健
康
な
状
態
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
月
の
広
報
で
は
、
子
ど
も
の

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
、
単
に
身
体

的
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
心
の
充

実
な
ど
健
全
な
生
活
に
つ
な
が
る

こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
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子
ど
も
は
、
幼
児
期
や
小
学
校

低
学
年
の
段
階
を
経
て
、
小
学
校

中
学
年
に
な
る
と
、
身
体
の
発
達

面
で
は
比
較
的
安
定
し
た
時
期
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
歩
く
」、「
走
る
」、「
跳

ぶ
」、「
投
げ
る
」、「
捕
る
」
な
ど

の
基
礎
的
な
動
き
が
、
よ
り
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
時
期
は
、
思
春
期

の
発
育
の
準
備
期
で
も
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
興
味
が
芽
ば
え
、

運
動
す
る
喜
び
や�

意
欲
、
そ
し
て

他
者
と
の
関
わ
り
を
意
識
す
る
な

ど
、
集
団
活
動
に
不
可
欠
な
社
会

性
に
対
し
て
も
理
解
を
深
め
て
き

ま
す
。

　

特
に
野
外
活
動
な
ど
、
自
然
環

境
を
利
用
し
た
遊
び
や
身
体
活
動

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
も
効
果
的

で
す
。�

　

小
学
校
高
学
年
（
5
～
6
年
生
）

に
な
る
と
、
最
も
成
長
の
著
し
い

思
春
期
の
入
り
口
と
言
わ
れ
、
個

人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
身
長
が
急

速
に
伸
び
た
り
、
心
臓
を
は
じ
め

と
す
る
内
臓
器
官
や
骨
、
筋
肉
な

ど
、
運
動
に
か
か
わ
る
身
体
の
諸

機
能
の
著
し
い
発
達
が
み
ら
れ
た

り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
生
涯
で
も
最
も

重
要
な
「
心
身
の
成
長
の
黄
金
時

期
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

精
神
面
で
も
急
速
な
発
達
が
み

ら
れ
る
反
面
、
不
安
定
な
状
態
に

も
な
り
や
す
い
の
で
、
心
身
の
発

達
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
に

配
慮
す
る�

こ
と
が
大
切
で
す
。�

　

友
だ
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
外
遊
び

を
楽
し
ん
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
海
や

山
な
ど
自
然
の
中
で
の
活
動
に
参

加
し
て
、
思
い
っ
き
り
体
を
動
か

す
こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
や
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。�
よく運動やスポーツをする子は ...
実は、勉強もしている！
「運動やスポーツ、元気よく遊んでいる姿をよく見
るのに、なぜかあの子はよく勉強ができる」という
子は、皆さんの身の周りでいませんでしたか。
実は、近年の調査では、運動やスポーツをすること
で、さまざまな良い効果があると言われています。
大半の方は以前から、「運動＝体力づくり」と思っ
ていましたが、それだけではありません。
運動遊びをよくしている子、体力の高い子は、コミ
ュニケーション能力も高く、さらには、脳の発育や
発達に、とっても素晴らしい効果が得られます。
また、全国の学力テストと体力テストを比較すると、
よく運動やスポーツをする子は、よく勉強もしてい
ます。
理由としては、「勉強する時間」、「運動やスポーツ
をする時間」など、生活のスイッチを切り替えるこ
とを学ぶからだと考えられます。

いろいろな運動
外遊びが体力を
伸ばす！
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多様な動き、遊び感覚の運動 ...
毎日６０分が目安です！
子どもの運動能力が高い、または低いのも親の遺伝
子と言われる方がいますが、そうではありません。
幼児期の頃から、たくさんの運動やスポーツを体験
することによって、子どもの運動能力は高まってき
ます。
特に、文部科学省の調査では、幼児期には、さまざ
まな遊びを中心に、毎日６０分程度、楽しく身体を
動かすことが必要だと報告しています。
ただし、トレーニングといった運動ではなく、子ど
も達の特性を踏まえつつ、たくさんの動きを取り入
れた遊び感覚の運動をさせてください。
子ども達は、「楽しい」、「おもしろい」と思ったら、
どんどん興味を持ち、上達していきます。
また、成長とともに、多くの友達といっしょに運動
やスポーツをすることで、仲間づくりや集団活動に
もつながります。
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甲
州
市
で
は
、
１
人
（
ひ
と
り
）

１
（
い
ち
）
ス
ポ
ー
ツ
を
合
言
葉
に
、

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康

づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
社
会
の
確

立
に
向
け
た
普
及
啓
発
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
甲
州
市
体
育
協
会
を
は

じ
め
、
地
域
で
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
ほ
か
、
塩

山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
も
各

種
水
泳
教
室
を
開
く
な
ど
、
皆
さ

ん
の
健
康
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
各
種

教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
子
ど
も
達
の
心
と
身
体
を
育

て
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
競

技
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
親
子
の
交

流
、
仲
間
同
士
の
親
睦
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
や

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
な
ど
競
技
に

打
ち
込
む
ひ
た
む
き
な
姿
や
、
２

０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
か

ら
発
信
す
る
魅
力
は
、
子
ど
も
達

が
持
つ
可
能
性
が
高
ま
り
、
豊
か

な
心
を
養
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

友
達
や
親
子
で
楽
し
む

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

現
在
84
歳
の
鈴
木
桂
さ
ん
（
下

於
曽
）
は
、
１
月
に
千
葉
県
で
開

か
れ
た
「
Ｃ
Ｍ
新
年
マ
ス
タ
ー
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
水
泳
１
５

０
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
（
長
水
路

85
歳
～
89
歳
）
で
世
界
記
録
（
タ

イ
ム�

27
分
58
秒
94
）
を
樹
立
し

ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
は
、
従
来
の
世
界
記

録
よ
り
も
約
36
秒
、
日
本
記
録
で

は
２
分
以
上
も
上
回
る
タ
イ
ム
で
、

鈴
木
さ
ん
は
、「
優
勝
の
栄
冠
に
、

大
き
な
感
動
も
あ
っ
た
よ
」
と
当

時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
各
大

会
で
優
勝
の
経
験
は
あ
る
が
、
世

界
記
録
を
達
成
し
た
こ
と
が
な
く
、

４
年
前
の
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
自

由
形
（
80
歳
～
84
歳
）
で
日
本
記

録
に
、
あ
と
５
秒
と
い
う
記
録
ま

で
迫
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
は
っ
き
り
言
っ
て
、
こ
の
大

会
で
は
世
界
記
録
を
狙
っ
て
い
ま

し
た
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
の
今

後
の
目
標
は
、「
短
水
路
１
５
０

０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
も
世
界
記

録
」
と
宣
言
。

　

妻
の
津
多
恵
さ
ん
や
多
く
の
皆

さ
ん
の
応
援
に
感
謝
す
る
鈴
木
さ

ん
は
、「
ま
だ
頑
張
る
よ
！
」
と

新
た
な
挑
戦
へ
と
、
日
々
練
習
を

重
ね
て
い
ま
す
。 84 歳で水泳の世界記録

鈴木桂さん（下於曽）

6
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今
、
世
界
各
国
か
ら
注
目
集
ま

っ
て
い
る「
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」。

　

こ
の
４
年
に
１
度
の
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
に
挑
戦
し
て
い
る
小
宮
山

哲
雄
さ
ん
（
勝
沼
町
出
身
）
は
、

重
量
挙
げ
協
会
の
選
手
強
化
本
部

長
で
あ
り
、
日
本
代
表
男
子
の
監

督
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
日
本
代
表
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
が
国
際
競
技
力
の
総

合
的
な
向
上
を
図
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
、
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
東
京
都
）

で
、
世
界
へ
の
目
標
に
向
か
っ
て

強
化
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
代
表
選

手
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
、
常
に
高
い
意
識

と
強
い
信
念
を
持
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
小
宮
山
監
督
。
そ
の
溢
れ

る
情
熱
は
、
世
界
へ
挑
戦
す
る
共

有
し
た
目
標
を
持
つ
信
頼
関
係
が
、

選
手
と
の
心
に
あ
り
ま
す
。

　

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
の
先

に
は
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
も

と
よ
り
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
将

来
を
見
据
え
た
小
宮
山
監
督
は
、

「
子
ど
も
達
へ
の
サ
ポ
ー
ト
環
境

な
ど
に
も
協
力
し
た
い
」
と
偉
大

な
る
挑
戦
が
続
い
て
い
ま
す
。

種　目 少年団名
野球 塩山グリーンズ
野球 塩山北少年野球
野球 塩山南野球
野球 勝沼野球
野球 神金野球
剣道 大和剣道
剣道 塩山剣道
剣道 玉宮剣道
剣道 勝沼剣道
空手 塩山空手クラブ
空手 塩山拳の会
空手 勝沼空手道

種　目 少年団名
柔道 塩山柔道
柔道 神金柔道
柔道 塩山大澤柔道
ミニバス 塩山ミニバスケットボール男子
ミニバス 勝沼ミニバスケットボール
ミニバス 塩山ミニバスケットボール女子
サッカー 勝沼サッカー
サッカー 塩山サッカー
ソフト 塩山ビーバーズ
バドミントン 勝沼ジュニアバドミントン
バレーボール 塩山フレンド
ハンドボール 塩山ハンドボール

世界への挑戦
小宮山哲雄さん
（勝沼町出身）

●市内スポーツ少年団一覧（順不同）

◆お問い合わせ先　生涯学習課　スポーツ振興担当　☎３２‐５０９８
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甲
州
市
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
き
、
市

に
お
け
る
人
口
の
現
状
と
将
来

の
展
望
を
掲
示
す
る｢

甲
州
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
、
今
後
5

カ
年
の
目
標
や
基
本
的
方
針
と

そ
の
具
体
的
施
策
を
提
示
す
る

「
甲
州
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
戦
略
で
目
指
す
も
の

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
社
会
情
勢
に
お
い

て
も
、
地
域
と
し
て
の
高
い
持

続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
本
市

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
把
握

し
、
本
市
独
自
の
施
策
展
開
、

個
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ

り
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
づ
く
り

を
進
め
、
人
口
減
少
と
地
域
経

済
縮
小
の
克
服
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
創
生
と
好
循
環
の
確

立
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
す
。

総
合
戦
略
の
位
置
付
け

　

甲
州
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
活
用
・

実
現
に
向
け
、
本
市
の
課
題
を

把
握
・
整
理
し
、
そ
の
解
消
に

向
け
て
、
一
定
の
ま
と
ま
り
の

政
策
分
野
ご
と
に
戦
略
の
基
本

目
標
や
具
体
的
な
施
策
等
の
設

定
を
行
い
、
自
主
性
・
主
体
性

を
発
揮
し
な
が
ら
、ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す

る
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

国の「まち・ひと・しごと
創生総合戦略」の基本的な考え方

■人口減少と地域経済縮小の克服
①東京一極集中を是正する。
②�若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実
現する。
③地域の特性に即して地域課題を解決する。

■まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立
○�地域経済の活性化、産業の高付加価値等に
よる「しごとの創生」
○�地方就労の促進や移住定住促進等による
「ひとの創生」
○�安心できる暮らしの確保や都市のコンパク
ト化、広域連携等による「まちの創生」

【しごと】
「雇用の質・量」の確保・

向上

【ひと】
有用な人材確保・育成、

結婚・出産

【まち】
地域の特性に即した課題の解決

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

甲
州
市
総
合
戦
略
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甲州市総合戦略
【目的】
人口減少と地域経済縮小の克服
まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立

【基本目標】

地域に根ざした新しい雇用の創出
　基幹産業である農業において、生産基盤の整備や移住に伴う
雇用の創出等、後継者対策を進めながら、品質向上、ブランド化、
消費者ニーズの把握等による産地間競争に勝ち抜く競争力をつ
けるとともに、甘草等ハーブの活用等、新たな商品開発を促進
します。また、ワイン産業においては積極的なマーケティング
活動を推進し世界的なブランドを目指していきます。

人の流れをつくり地域経済を創出
　豊富な観光資源の磨き上げと発掘、フットパスコースの設定
等、魅力ある観光ルートを開発し、観光情報・移住情報・子育
て情報等の発信によるシティプロモーションを展開し、本市の
魅力創出と効果的なＰＲを推進します。そして、来訪者が気軽
に地域視察や周遊観光ができる環境を整備し、交流人口の増大
から移住へと結びつけるようにします。また、空き家を利用し
たサテライトオフィスの誘致等による移住への可能性を検討し
ていきます。

未来の甲州市を担う人材の創出
　今後見込まれる交流人口の増大に対応する人材の育成を図り、
受け入れ体制の強化を促進します。また、地域で活躍できるシ
ニア世代の人材活用や、未来をたくましく拓くことができるよ
う子どもたちへの教育に力を入れていきます。

生み・育むことにやさしい環境の創出
　大学と連携した科学的根拠にもとづく保健医療活動の実施等、
安心して妊娠・出産・子育てができるように切れ目のない支援と、
子育て世代の仕事と生活の調和を目指した経済的負担の軽減と
母親の就業への環境整備を促進します。また、独身者に対する
多様な出会いの場の提供をすることで、家庭を持つことの可能
性を広げていきます。

将来に渡る活力あふれる地域の創出
　地域の拠点となる施設の整備や内外の人材の活用による地域
コミュニティの活性化を図るとともに、誰もが安心して生活で
きるよう生活サービス機能の持続を進めます。また、市民主体
の地域防災力の強化や人口減少社会に対応した公共施設等の適
切な維持管理と空き家対策を推進することで安全・安心な地域
環境づくりを進めます

１

2

3

4

5
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消
防
団
役
員
の
紹
介

・
本　
団

　
団　
　
長　
　
橋
爪　
孝
裕

　
副
団
長　
　
三
森　
一
広

　
　

〃　
　
　
古
屋　
二
三
夫

　
　

〃　
　
　
篠
塚　
修

　
　

〃　
　
　
南　
　
淳
一

・
塩
山
分
団

　
分
団
長　
　
雨
宮　
幸
博

　
副
分
団
長　
　
樋
口　
慶
太

　
　

〃　
　
　
廣
瀬　
尚
武

　
第
１
部
長　
　
大
村　
斉

　
第
２
部
長　
　
岡　
　
成
禎

　
第
３
部
長　
　
手
塚　
剛
史

　
第
４
部
長　
　
古
屋　
哲
郎

　
第
５
部
長　
　
萩
原　
弘
基

・
奥
野
田
分
団

　
分
団
長　
　
反
田　
雄
樹

　
副
分
団
長　
　
丸
山　
元
樹

　
　

〃　
　
　
武
藤　
健
一

　
第
１
部
長　
　
木
下　
優
人

　
第
２
部
長　
　
宮
原　
一

　
第
３
部
長　
　
芦
澤　
勇

　
第
４
部
長　
　
那
須　
三
紀

・
松
里
分
団

　
分
団
長　
　
古
屋　
浩
司

　
副
分
団
長　
　
岡
部　
順
一

　
　

〃　
　
　
武
居　
基

　
第
１
部
長　
　
村
田　
光

　
第
２
部
長　
　
網
野　
慎
一
郎

　
第
３
部
長　
　
橋
爪　
雄
一
郎

　
第
４
部
長　
　
長
沢　
太
晶

　
第
５
部
長　
　
荻
原　
栄
治

・
玉
宮
分
団

　
分
団
長　
　
広
瀬　
修

　
副
分
団
長　
　
久
保　
亘

　
　

〃　
　
　
向
山　
敏

　
第
１
部
長　
　
雨
宮　
由
昌

・
大
藤
分
団

　
分
団
長　
　
小
室　
治
久

　
副
分
団
長　
　
三
森　
達
也

　
　

〃　
　
　
茂
手
木　
和
記

　
第
１
部
長　
　
萩
原　
輝

・
神
金
分
団

　
分
団
長　
　
新
田　
哲
也

　
副
分
団
長　
　
田
辺　
好
樹

　
　

〃　
　
　
中
村　
好
一

　
第
１
部
長　
　
笠
井　
良
男

　
第
２
部
長　
　
文
殊
川　
大
輔

　
第
３
部
長　
　
手
塚　
茂
仁

　
第
４
部
長　
　
田
邉　
健
一

　
第
７
部
長　
　
渡
辺　
修

　
第
８
部
長　
　
田
中　
初
夫

　
第
９
部
長　
　
田
邉　
信
次

・
勝
沼
分
団

　
分
団
長　
　
小
澤　
泰
之

　
副
分
団
長　
　
渡
邊　
光

　
　

〃　
　
　
小
林　
勇
人

　
第
１
部
長　
　
久
保
田　
雅
史

　
第
２
部
長　
　
岩
間　
大
介

　
第
３
部
長　
　
平
塚　
悟

　
第
５
部
長　
　
小
澤　
賢
太

　
第
６
部
長　
　
丸
山　
祐
司

　
第
７
部
長　
　
佐
藤　
和
也

・
祝
分
団

　
分
団
長　
　
神
田　
満

　
副
分
団
長　
　
金
井　
巌

　
　

〃　
　
　
高
野　
晃

　
第
1.2
部
長　
　
小
林　
一
馬

　
第
3.4
部
長　
　
佐
藤　
克
也

　
第
５
部
長　
　
村
松　
信
一

・
東
雲
分
団

　
分
団
長　
　
辻　
　
寛
治

　
副
分
団
長　
　
岩
佐　
宣
寿

　
　

〃　
　
　
大
澤　
秀
一

　
第
１
部
長　
　
鷹
野　
真
志

　
第
２
部
長　
　
辻　
　
康
人

　
第
３
部
長　
　
武
井　
教
幸

　
第
４
部
長　
　
三
井　
信
也

・
菱
山
分
団

　
分
団
長　
　
佐
藤　
陽
一
郎

　
副
分
団
長　
　
古
屋　
英
章

　
　

〃　
　
　
佐
藤　
裕
一

　
第
１
部
長　
　
三
森　
鉄
平

　
第
２
部
長　
　
深
沢　
明
彦

　
第
３
部
長　
　
内
田　
健
一

　
第
４
部
長　
　
内
田　
正
紀

・
大
和
分
団

　
分
団
長　
　
荻
原　
正
人

　
副
分
団
長　
　
佐
藤　
和
正

　
　

〃　
　
　
古
屋　
和
彦

　
第
１
部
長　
　
佐
藤　
治
郎

　
第
２
部
長　
　
有
賀　
一
則

　
第
３
部
長　
　
雨
宮　
尚

　
第
４
部
長　
　
手
塚　
公
彦

　
第
５
部
長　
　
高
野　
哲
也

　
第
６
部
長　
　
佐
藤　
武
雄

　
第
８
部
長　
　
山
下　
秀
樹

　
第
９
部
長　
　
米
山　
俊
哉

　
第
10
部
長　
　
林　
　
洋
平

　

甲
州
市
消
防
団
は
４
月
10
日
、
甲
州
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
た
に
30
名
が
入

団
し
、
甲
州
市
消
防
団
の
団
員
は
９
３
９
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
橋
爪
消
防
団
長
の
も
と
、
消
防
団
は
防
火
防
災
活
動
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

地
域
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に

甲
州
市
消
防
団

３月６日、大藤分団詰所落
成式が行われました。団員
をはじめ多くの関係者が集
まるなか、防火拠点の完成
とともに大藤地域の無火災
安全を祈願しました。

甲州市消防団大藤分団詰所落成式
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◆お問い合わせ先　産業振興課　果樹農林担当　☎３２ ‐ ５０９２

農村ワーキングホリデー　参加農家�募集中！
■内　容�　農業や農村に関心があり、１８歳以上で、まじめに農作業をやってみたいという方が、２泊３日を基

　本に市内の農家に宿泊し、農繁期の農家の手助けとして農業を体験します。
■受入農家・参加要件　
　⑴募集農家数…２０戸程度
　⑵参加要件　
　　①自宅や別宅において、宿泊及び食事を無償で提供することができる方。
　　②農業体験者と良好なコミュニケーションを図りながら、農家の生活や農業を教えることができる方。
　　③市が開催する「受入農家研修会」に参加できる方。
　⑴農業や農村に関心があり、18歳以上で、まじめに農作業をやってみたいという方。�
　⑵受入農家と良好なコミュニケーションが図られる方。
　⑶原則として、２泊３日で農家民泊のできる方。�
■受入農家及び農業体験者の参加費
　⑴受入農家　　農業体験者への賃金等は発生しませんが、宿泊、食事の提供を行っていただきます。
　⑵�農業体験者　参加費は無料ですが、現地までの交通費等は参加者の自己負担となります。本事業はあくまで
農作業の体験ですので、賃金等は支払われません。

■受入農家と体験者のマッチング
　申し込みは、市役所産業振興課で受け付け、希望農家とのマッチング・調整を行い、双方に連絡します。
■受入農家研修会
　受入を希望する農家の方を対象とした研修会を定期的に実施します。

農家の皆様のご協力
をお願いします
■スプリンクラーでの散水について
� �「スプリンクラーの散水の水が道路
に飛び出て、通行の妨げになっている」
などの苦情が寄せられます。利用の際
には、道路に面している部分のスプリ
ンクラーの角度調整、飛散防止対策（ビ
ニール等を張る）にご配慮くださいま
すようお願いします。
■爆音機の使用について
　有害鳥獣被害防止のため、やむを得
ず爆音機を使用する場合は、周辺の地
域住民への騒音による迷惑を十分に考
慮してください。
◎�地域において最小限必要とする期間
に使用する。
◎�日没後１時間から日の出前１時間ま
では使用しない。
◎爆音の間隔をあけて設定する。
■農耕用車両等について
　スピードスプレーヤー、トラクター
など農耕用車両等による作業中の衝
突・横転等の事故には十分注意し、道
路等に泥やごみを落とさないようにご
配慮をお願いします。

◎
甲
州
市
就
農
定
着
支
援
事
業

■
研
修
生
の
募
集
作
物
及
び
募
集
数

　
果
樹
等
を
栽
培
希
望
の
方　
３
名

■
募
集
期
間

　
５
月
６
日
（
金
）
～
５
月
31
日
（
火
）

■
支
援
研
修
の
内
容

①
栽
培
技
術
の
習
得
研
修

②
農
業
経
営
管
理
手
法
の
習
得
研
修

③
農
作
物
の
流
通
・
販
売
に
関
す
る
研
修

④�

そ
の
他
研
修
生
の
自
立
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
研
修
な
ど

■
研
修
生
の
要
件

①�

就
農
に
対
し
強
い
意
欲
を
持
ち
、
研
修
終
了

後
、
市
内
へ
就
農
す
る
こ
と
が
確
実
と
見
込

ま
れ
る
方

②�

ア
グ
リ
マ
ス
タ
ー
の
指
導
の
下
で
の
研
修
が

実
施
で
き
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
等
を
有

す
る
方

③�

ア
グ
リ
マ
ス
タ
ー
の
指
導
に
従
い
、
研
修
を

継
続
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
方
な
ど

■
研
修
期
間　
１
年

■
支
援
内
容

　

�

研
修
期
間
中
の
研
修
手
当
て
と
し
て
1
ヶ

月
あ
た
り
５
万
円
以
内
を
支
給
。

◎
甲
州
市
親
元
就
農
支
援
事
業

■
対
象
者

　

�

農
業
者
の
２
親
等
内
の
直
系
卑
属
で
あ
っ

て
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
で
農
業
経
営

を
行
う
方

②�

年
間
農
業
従
事
日
数
を
１
５
０
日
以
上
予

定
す
る
方

③
就
農
日
に
お
け
る
年
齢
が
45
歳
未
満
の
方

④�

確
定
申
告
、
ま
た
は
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
で
事
業
専
従
者
と
す
る
予
定
の
方

※�

た
だ
し
、
青
年
就
農
給
付
金
を
受
け
て
い

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
交
付
額　

�

１
年
間
に
つ
き
10
万
円

■
申
請
に
必
要
な
物

　
親
元
就
農
支
援
補
助
金
交
付
申
請
書
等

◎�
甲
州
市
農
機
具
等
登
録
制
度

　【
農
機
具
バ
ン
ク
】
事
業

　
ま
だ
使
用
可
能
で
、
不
用
と
な
っ
た
農
機

具
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
農
機
具
バ
ン
ク
へ

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

新規就農者を応援します



平成 28年 5月 12

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
の
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
等
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　●平成 28年度軽自動車税について

種　　別
年税額（円）

平成２７年度まで 平成２８年度以降

原動機付自転車

５０cc以下 １，０００ ２，０００
５０cc超９０cc 以下 １，２００ ２，０００
９０cc超１２５cc以下 １，６００ ２，４００
ミニカー ２，５００ ３，７００

小型特殊自動車

農耕用のもの １，６００ ２，４００
農耕トラクター及び
農業用薬剤散布車（ＳＳ） ３，１００ ３，９００

その他 ４，７００ ５，９００
二輪の小型自動車（２５０cc超） ４，０００ ６，０００

軽二輪（側車付を含む）１２５cc超２５０cc以下 ２，４００ ３，６００

種　　別
年税額（円）

平成27年３月31日
までの登録車両

平成27年４月１日
以降の新規登録車両

軽
自
動
車

三輪 ３，１００ ３，９００

四輪貨物
自家用 ４，０００ ５，０００

営業用 ３，０００ ３，８００

四輪乗用
自家用 ７，２００ １０，８００

営業用 ５，５００ ６，９００

◆お問い合わせ先　税務課　市民税担当　☎３２ ‐ ５０６９

○
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

　
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に
新
規
取
得
（
新
車
で

購
入
）
し
た
車
両
に
対
し
、
平
成
28
年
度
分
よ
り
自

家
用
乗
用
車
は
１
．
５
倍
、
そ
の
他
の
区
分
の
車
両

は
約
１
．
２
５
倍
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
取
得
さ
れ
て
い
る
車

両
に
つ
い
て
は
旧
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
原
動
機
付
自
転
車
・
二
輪
車
・
小
型
特
殊
自
動
車

　
平
成
28
年
度
か
ら
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

武田家の聖地・甲州市は４月９
日、甲府市で開催した第４５回
信玄公祭りに大和中学校と松里
中学校の生徒で「武田四郎勝頼
隊」を結成し出陣しました。女
子生徒による巫女の舞、威風
堂々とした軍団行進は訪れた観
光客を魅了しました。

威風堂々
武田四郎勝頼隊出陣！

武田四郎勝頼隊
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�
○�
重
　
課

　
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
日

の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
か
ら
、
新
税
率
に

対
し
て
20
％
重
課
さ
れ
た
額
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
重
課
の
判
定
基
準
と
な
る
新
規

検
査
日
に
つ
い
て
は
、自
動
車
検
査
証
の「
初

度
検
査
年
月
日
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

※
電
気
自
動
車
、
ガ
ソ
リ
ン
電
力
併
用
軽
自

動
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）、
天
然
ガ
ス
軽

自
動
車
、
メ
タ
ノ
ー
ル
軽
自
動
車
等
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

○
軽
　
課

　（
グ
リ
ー
ン
化
特
例
。
平
成
29
年
度
ま
で

　
適
用
）

　
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
軽
課
の

適
用
年
度
が
1
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
に
新
規
取
得
（
新
車
で
購

入
）
し
た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
で
、
排
出

ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負

荷
の
小
さ
い
も
の
に
つ
い
て
、
取
得
さ
れ
た

年
の
翌
年
度
の
軽
自
動
車
税
を
、
新
税
率
に

対
し
て
25
％
か
ら
75
％
軽
減
す
る
特
例
措
置

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
各
燃
費
基
準
の

達
成
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
動
車
検
査

証
の
備
考
欄
で
確
認
で
き
ま
す
。（
取
得
期

間
：
平
成
27
年
4
月
1
日
～
平
成
28
年
3
月

31
日　
軽
課
年
度
：
平
成
28
年
度
）（
取
得

期
間
：
平
成
28
年
4
月
1
日
～
平
成
29
年
3

月
31
日　
軽
課
年
度
：
平
成
29
年
度
）

❶
税
率
が
概
ね
75
％
軽
減
さ
れ
る
も
の

　
電
気
自
動
車
及
び
天
然
ガ
ス
自
動
車
（
平

成
21
年
排
出
ガ
ス
規
制
に
適
合
し
、
か
つ
、

平
成
21
年
排
出
ガ
ス
基
準
値
よ
り
10
％
以
上

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
少
な
い
も
の
）

❷
税
率
が
概
ね
50
％
軽
減
さ
れ
る
も
の

　
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
値
よ
り
75
％
以

上
窒
素
酸
化
物
等
の
排
出
量
が
少
な
い
も
の

の
う
ち
、
乗
用
の
も
の
に
つ
い
て
は
平
成
32

年
度
燃
費
基
準
値
よ
り
20
％
以
上
燃
費
性
能

の
い
い
も
の
（
揮
発
油
を
内
燃
機
関
の
燃
料

と
す
る
軽
自
動
車
に
限
る
）、
貨
物
用
の
も

の
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
燃
費
基
準
値
よ

り
35
％
以
上
燃
費
性
能
の
良
い
も
の
（
揮
発

油
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
軽
自
動
車
に

限
る
）

❸
税
率
が
概
ね
25
％
軽
減
さ
れ
る
も
の

　
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
規
制
に
適
合
し
、
か

つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
値
よ
り
75
％

以
上
窒
素
酸
化
物
等
の
排
出
量
が
少
な
い
も

の
の
う
ち
、
乗
用
の
も
の
に
つ
い
て
は
平
成

32
年
度
燃
費
基
準
を
満
た
す
も
の
（
揮
発
油

を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
軽
自
動
車
に
限

り
、
❷
の
軽
自
動
車
を
除
く
）、
貨
物
用
に

つ
い
て
は
平
成
27
年
度
燃
費
基
準
値
よ
り

15
％
以
上
燃
費
性
能
の
良
い
も
の
（
揮
発
油

を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
軽
自
動
車
に
限

り
、
❷
の
軽
自
動
車
を
除
く
）

種　　別
年税額（円）

最初の新規検査から
１３年超（重課）

軽
自
動
車

三輪 ４，６００

四輪貨物
自家用 ６，０００

営業用 ４，５００

四輪乗用
自家用 １２，９００

営業用 ８，２００

種　　別
年税額（円）

７５％軽課 ５０％軽課 ２５％軽課

軽
自
動
車

三輪 １，０００ ２，０００ ３，０００

四輪貨物
自家用 １，３００ ２，５００ ３，８００

営業用 １，０００ １，９００ ２，９００

四輪乗用
自家用 ２，７００ ５，４００ ８，１００

営業用 １，８００ ３，５００ ５，２００

　●平成２８年度以降の軽自動車税について

甲斐の虎と呼ばれた戦国武将、武田信玄公の
命日にあたる４月１２日、菩提寺の恵林寺で
は「信玄公忌」が行われました。当日は信玄
公のお墓が開放され、多くの方が手を合わせ
参拝されました。また、松里中学校２年生の
女子生徒が、巫女の舞を奉納するなど、甲斐
の国を築いた武田信玄公を偲びました。

信玄公を偲び
巫女の舞を奉納

巫女の舞
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お薬手帳を持って同じ薬局に行くこと
で料金が安くなる場合があります！
　原則として６ヶ月以内に同じ薬局を
利用し、その際にお薬手帳を持って
行った場合には、料金（薬剤服用
歴管理指導料）が約４０円安く
なります。
　また、お薬の情報を「かかり
つけ薬局」で管理してもらうこと
により、重複投与などのチェックで
お薬による健康被害を防いだり、医療費の負担を減ら
すことができます。これまで、病院やクリニックを受
診するごとに、それぞれ違う薬局で何気なく薬を受け
取っていた方も、これからは利用する薬局を決めて、
毎回同じところに１人１冊のお薬手帳を持って行き、
お薬の管理をしてもらうようにしましょう。

紹介状なしで大病院等を受診する場合
に追加負担が必要になります！
　大学病院など大きな病院（県内では現在、山梨大学
医学部附属病院のみ）を受診する際は、地域の診療所
などの紹介状がないと、診察代とは別に初診では５，
０００円以上、再診では２，５００円以上を追加で負
担しなければならなくなりました。
　地域の中小病院や診療所と、大病院との役割分担を
進め、軽症患者には、まずは地域の身近な医療機関の
「かかりつけ医」を利用するよう促し、大病院は重症
患者への対応に専念できるようにするものです。
※ただし、緊急その他やむを得ない事情などがある場
　合には、追加負担を必要としないこともあります。

４月から医療・薬剤の
自己負担額が変わりました

国保いきいきライフ通信

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２‐２１１１（内１１５）

【４月からの医療】

かかりつけ医
【地域の中小病院・診療所】

かかりつけ薬局

大病院
【５００床以上の病院
または大学病院など】

⤴

↖必要に応
じて紹介

紹介状無しなら5,000
円以上の追加料金（再
診時は 2,500 円以上）

重症
軽症役割分担

平成２８年２月の医療費
医療費全体� ３億１，３２６万円
（前年同月比	 ＋３，９７０万円）
１人当たり医療費� ３０，５７７円
（前月同月比	 ＋４，７２５円）
［国保連　診療報酬請求額基準］

　お薬手帳も、紹介状なしの追加負担も、まずは
地域の身近な「かかりつけ薬局」「かかりつけ医」
を決めておくことが重要です。
　「かかりつけ」をしっかり決めておくことで、健
康状態をチェックしてもらうこともでき、お薬の
飲み合わせや、副作用などのトラブルを未然に防
ぐことができます。また、普段通い慣れ、十分理

解してくれている「かかりつけ」だからこそ、症
状や状態の変化にもすぐ気付くことができ、必要
があれば大きな病院や専門病院を紹介してくれま
す。
　あなたの健康状態や持病など、包み隠さず話し
合えたり見守ってくれる「かかりつけ」を持つこ
とが安心の第一歩です。

大切なことは、自分に合った「かかりつけ」 保健師コラム

6 ヶ月以内に同じ薬局を利用
するときお薬手帳を持参すれ
ば料金（指導料）が安くなる。
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高齢者の

助っ人

７ヶ月児健診
　生後７、８ヶ月頃の赤ちゃんを対象に「７ヶ
月児健診を毎月開催しています。生後７，８ヶ
月頃は、腹ばいをしたり、少しずつお座りが
できるようになるなど、運動機能の発達がめ
ざましい時期です。また、離乳食について「な
かなかすすまない」「レパートリーが広がらな
い」など悩むこともあると思います。７ヶ月
児健診では小児科医師の診察や保健師の問診・
相談のほか、栄養士による栄養相談も受ける
ことができたり、ブックスタートとして絵本
の紹介もしています。
　健診はお子さんの発育・発達を確認するだ

けでなく、お母さんの体調面や、育児相談の
機会にもなっています。
　対象月に都合のつかない場合でも、翌月以
降に受けることができますので、健康増進課
までご連絡ください。お子さんの健やかな成
長を応援します♪
＊日　　程　すくすくカレンダー、広報で
　　　　　　ご確認ください。
＊受付時間　午後１２時４５分
　　　　　　　　　　　～午後１時２０分	
＊場　　所　塩山保健福祉センター
＊持 ち 物　母子健康手帳、バスタオル、お
　　　　　　むつセット、印鑑、保険証、離
　　　　　　乳食ガイドブック
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３	‐	７８１２

　
寒
さ
で
外
に
出
な
か
っ
た
冬

が
去
り
、
外
に
出
る
の
が
と
て

も
楽
し
い
陽
気
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
外
に
出
る
と
き
は
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
サ
ン
ダ
ル
や
ス
リ
ッ
パ
は

転
び
や
す
い
の
で
、
控
え

ま
し
ょ
う

□
楽
に
脱
ぎ
履
き
で
き
る
も

の
に
し
ま
し
ょ
う

□
手
ぶ
ら
に
な
れ
る
よ
う

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し

ま
し
ょ
う

□
信
号
、
バ
ス
な
ど
に
間
に

合
わ
せ
よ
う
と
無
理
は
し

な
い

□
必
要
に
応
じ
て
、
杖
を
利

用
し
ま
し
ょ
う

□
段
差
（
マ
ン
ホ
ー
ル
）
や

滑
り
や
す
い
路
面
（
砂
利
、

雨
の
降
っ
た
あ
と
）
は
注

意
し
ま
し
ょ
う

そ
の
ほ
か
、
転
倒
予
防
や
生
活

を
送
る
た
め
に
必
要
な
筋
力
・

体
力
を
維
持
で
き
る
教
室
、「
い

き
い
き
健
幸
教
室
」
へ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
月
1
回
、
各

地
区
の
公
民
館
で
参
加
者
の
方

と
楽
し
く
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
買
い
物
に
行
く
こ
と
や
散
歩

な
ど
日
常
生
活
の
中
で
意
識
し

て
み
し
ょ
う
。

　

外
出
す
る
こ
と
で
、
筋
力
・

体
力
の
維
持
や
い
ろ
い
ろ
と
刺

激
を
受
け
る
た
め
認
知
症
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
暖
か
く
な
っ
た
今
、
転
倒
に

注
意
し
、
外
へ
出
か
け
ま
し
ょ

う
。◆

お
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
支
援
課

　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４

外出の機会を増やしましょう
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４月８日、諏訪大神社（塩山上井尻）で開か
れた上井尻区の泉寿会のお花見会にみいづ保
育園の園児が参加しました。
園児による歌の発表や「はないちもんめ」な
どを一緒に楽しみ、桜舞うなか、世代を超え
た交流を深め、笑顔溢れるひと時を過ごしま
した。

老人クラブのお花見会に
園児たちをご招待♪

４月３日、�塩山地区で春の恒例行事である
「一斉河川清掃」が実施されました。
早朝から地元住民や消防団の皆さんが参加
し、河川の草刈りやゴミ拾い、泥上げなどの
作業を行い、多くのゴミが回収できました。
参加した方からは「昔は、よく川で遊んだな」
「やっぱり、きれいな川がいい！」と語り、
昔のように川で子どもたちが遊べるように、
心を込めて作業をしました。

みんなで川をきれいにしよう
塩山地域一斉河川清掃

４月１４日、甲州市観光協会と大菩薩観光協
会は、雲峰寺で大菩薩山開き ｢介山祭」を開
催しました。この介山祭は、長編時代小説 ｢
大菩薩峠」で知られる作家・中里介山を偲び、
また、登山者の安全祈願を併せ昭和３１年か
ら行われています。
市観光協会の保坂一久会長は、「大菩薩の豊
かな自然や景色を存分に満喫してもらいた
い」と中里介山の冥福や登山者の安全を願い、
参加した皆さんとともに山開きの喜びを分か
ち合っていました。

大菩薩　山開き
介山祭を開催
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４月６日、塩山千野にシカ肉をペットフード
に加工する施設が完成しました。この施設は
甲州市地域おこし協力隊OBの樋山太一さん
が代表を務める合同会社が運営しています。
これまで捨てられていたシカ肉に新たな価値
を付加し、産業としての定着を図るため、総
務省の地域おこし協力隊ビジネススタート
アップモデル事業に採択され、市と協働し実
現しました。
今後は市猟友会が捕獲したシカをペット用の
ジャーキーなどに加工し、販売する予定です。

地域おこし協力隊OB
甲斐之鹿ペットフード加工施設　完成

３月９日、市は山中湖村と富士山火山時にお
ける広域避難に関して協定を締結しました。
富士山が噴火して山中湖村から避難する必要
がある場合、市の公共施設などを避難所とし
て活用し、避難所の運営は原則として村や村
内の自主防災会が行うが、避難初期に態勢が
整わない場合、市も支援する内容です。高村
文教村長と覚書を交わした田辺市長は「富士
山が噴火した場合は、オール山梨での協力が
必要不可欠となります。今後もあらゆる場面
で連携を強化することが大切」と話しました。

富士山噴火時に広域連携
山中湖村と協定締結

４月９日、企業の森として森林整備で市と協
定を結ぶオルビス株式会社、財団法人オイス
カは塩山上小田原の「オルビスの森」で社員
や家族、市関係者など約１５０名が参加する
なか、山桜、ソメイヨシノなど約１００本の
植林体験をしました。新緑に色づく大自然に
抱かれ、森づくりの大切さを改めて実感しな
がら「きれいな森になってね」と小さな苗木
に心を込めて、１本ずつ丁寧に植えていまし
た。

植林体験活動
甲州市オルビスの森
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

市
役
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ
た

ら
・
・
・

①
市
か
ら
「
交
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

②
次
の
書
類
を
準
備
し
、来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

・
交
付
通
知
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
２
点
）

・
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　
な
お
、
交
付
通
知
書
に
は
混
雑
緩
和
の
た

め
の
交
付
日
の
期
限
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、

期
限
を
過
ぎ
て
も
交
付
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
申
請
者
本
人
が

来
庁
出
来
な
い
事
を
証
明
す
る
資
料
（
診

断
書
、
障
害
者
手
帳
、
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
等
）
や
、

申
請
者
本
人
及
び
代
理
人
の
顔
写
真
付
の

公
的
な
身
分
証
明
書
が
必
ず
１
点
以
上
必

要
で
す
。
ま
た
、
15
歳
未
満
の
方
や
成
年

後
見
人
の
方
も
、
原
則
、
法
定
代
理
人
の

方
と
と
も
に
来
庁
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
仕

事
多
忙
な
ど
の
理
由
で
は
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
殺
到
し

て
い
る
た
め
、
交
付
ま
で
に
お
時
間
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
月
曜
日
は
交
付
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
お
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
毎
週
水
曜
日
の
本
庁
舎
市
民
課
窓
口
を
通

知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
手
続
き
に
限
り
午
後
７
時
15
分
ま
で
延

長
し
て
い
ま
す
。日
程
は
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
受
付
は
午
後
７
時
ま
で
）

◎
別
世
帯
の
方
が
委
任
状
に
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
、
住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
の
写
し
の
ご
請
求
の
際
は
、
委
任
者
に
直

接
お
渡
し
せ
ず
に
請
求
者
本
人
の
住
所
宛
に

郵
送
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

市
内
空
間
放
射
線
調
査
結
果

　

３
月
８
日
に
市
内
教
育
施
設
、
保
育
施
設

等
42
地
点
で
空
間
放
射
線
量
の
調
査
を
実
施

し
た
結
果
、国
の
目
標
値
（
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
）
に
お
け
る
屋
外
の
放
射
線
量
率
毎

時
０
．
１
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

る
数
値
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
３・２
４
４
）

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の
病
気
や

ケ
ガ
を
治
療
す
る
医
療
費
に
あ
て
ら
れ
る

大
切
な
財
源
で
す

■
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
の
発
送

に
つ
い
て

　
納
税
通
知
書
は
、
毎
年
７
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎
月

末
を
納
期
と
し
て
、
年
税
額
を
８
期
に
分
け

て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
８
期
分
を
１

回
で
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
の
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
世
帯
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
引
落
し
）
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
、
６
月
、
８
月
の
仮
徴
収
と
10
月
、

12
月
、
翌
年
２
月
の
本
徴
収
で
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
に
対
す
る
軽
減

拡
充
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
こ
の

軽
減
判
定
所
得
が
次
の
と
お
り
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

○
５
割
軽
減

（
現
行
）

　
減
判
定
所
得　
33
万
円
＋
26
万
円
×
（
被

保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

（
改
正
後
）

　
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
＋
26
．
５
万
円

×
（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
数
）

○
２
割
軽
減

（
現
行
）

　
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
＋
47
万
円
×（
被

保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

（
改
正
後
）

　
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
＋
48
万
円
×（
被

保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
…
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
ま
ま
、
75
歳
を
迎
え
る
こ
と
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
た
方
。

※
７
割
軽
減
に
つ
い
て
の
改
正
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
）

■
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の

　
見
直
し
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
医
療

分
の
課
税
限
度
額
が
52
万
円
か
ら
54
万
円

に
、
支
援
分
の
課
税
限
度
額
が
17
万
円
か
ら

19
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
介
護
分
の

課
税
限
度
額
（
16
万
円
）
に
つ
い
て
の
改
正

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
合
計
の
課
税
限
度
額
は

85
万
円
か
ら
89
万
円
と
な
り
ま
す
。）

■
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

　
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
や
、
失

業
・
病
気
な
ど
で
所
得
が
著
し
く
減
少
し
、

保
険
税
の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
方
は
、

当
該
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
税
務
課　
市
民
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

情 報
information
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身
体
障
害
者
等
の
軽
自
動
車
税

減
免
申
請
に
つ
い
て

■
申
請
期
限　

　
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
減
免
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
減
免
区
分

①
本
人
運
転　

　
障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を
本

人
自
ら
運
転
す
る
場
合
。

②
家
族
運
転　

　

障
害
者
の
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を

も
っ
ぱ
ら
障
害
者
の
方
の
通
勤
、
通
学
、

通
院
等
の
た
め
に
そ
の
障
害
者
の
方
と
生

計
を
ひ
と
つ
に
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合
。

な
お
、
福
祉
事
務
所
（
市
役
所
本
庁
舎　

福
祉
課
）
で
証
明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

③
常
時
介
護
者
運
転　

　
障
害
者
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の

障
害
者
の
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を

も
っ
ぱ
ら
障
害
者
の
方
の
通
勤
、
通
学
、

通
院
等
の
た
め
に
そ
の
障
害
者
の
方
を
常

時
介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合
。
な
お
、

福
祉
事
務
所
（
市
役
所
本
庁
舎
福
祉
課
）

で
証
明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）

②
車
検
証
（
車
検
証
が
な
い
場
合
は
、
標
識

交
付
証
明
書
）

③
運
転
免
許
証
（
家
族
運
転
、
常
時
介
護
者

運
転
の
場
合
は
、
運
転
者
の
免
許
証
）

④
印
鑑

⑤
自
動
車
税
等
に
係
る
減
免
資
格
証
明
書（
家

族
運
転
、
常
時
介
護
者
運
転
の
場
合
の
み
）

証
明
書
に
つ
い
て
は
各
手
帳
の
発
行
元
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
通
知
カ
ー

ド
等

■
注
意

　
減
免
と
な
る
車
両
は
１
人
１
台
で
す
。

　

普
通
自
動
車
で
減
免
を
受
け
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
と
の

併
用
も
出
来
ま
せ
ん
。

　
障
害
の
区
分
等
に
よ
っ
て
、
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
減
免
の
継
続

　
前
年
度
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
た

方
で
、
車
両
の
変
更
や
免
許
の
更
新
な
ど
申

請
内
容
に
変
更
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
５
～
１
８
６
）

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
都
市
計
画
税
の
課
税
の
停
止
の
お
知
ら
せ

　
都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
等
の
見
直
し
に

伴
う
課
税
停
止
が
平
成
27
年
９
月
議
会
に
お

い
て
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年

度
分
及
び
平
成
29
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

課
税
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
を
納
付
書
で
一
括
納
付
さ
れ

　
る
場
合

　
納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
各
期
別

の
納
付
書
を
ま
と
め
て
、
所
定
の
金
融
機
関
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
て
ご
納
付
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
適
正

か
ど
う
か
市
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
縦
覧
帳
簿
記
載
内
容

　
土
地
の
地
番
・
地
積
・
価
格
等
、
家
屋
の

所
在
・
家
屋
番
号
・
床
面
積
・
価
格
等

◎
縦
覧
期
間

　
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
。

◎
縦
覧
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
税
務
課

　
勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

◎
縦
覧
で
き
る
方

　
市
内
に
所
在
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て
課

す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
（
相
続
人

含
む
）
と
そ
の
同
居
家
族
及
び
納
税
管
理
人

並
び
に
委
任
状
の
あ
る
代
理
の
方

※
土
地（
家
屋
）の
み
の
納
税
者
は
、家
屋（
土

地
）
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
納
税
通
知
書
、

運
転
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑
、
相
続
人
の
方
は

「
戸
籍
謄
本
」
代
理
人
の
方
は
「
委
任
状
」

■
固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

区
や
組
、
自
治
会
な
ど
が
管
理
運
営
し
、

公
共
の
用
に
供
し
て
い
る
固
定
資
産
（
集
会

所
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

減
免
の
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
状

況
に
応
じ
て
固
定
資
産
税
の
減
免
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
等
は
、
納

期
限
の
７
日
前
ま
で
に
減
免
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
年
度
の
納
期
限
未
到
来
分
に
つ
い
て

減
免
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
３
）

健
康
診
断
希
望
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
各
地
区
の
保
健
環
境
委
員
と
の
協
働
に
よ

り
、
健
康
診
断
希
望
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
５
月
９
日
頃
に
「
平
成
28
年
度　
甲
州
市

健
康
診
断　
希
望
調
査
票
」
を
各
世
帯
主
あ

て
に
郵
送
し
ま
す
。

　
同
一
世
帯
の
20
歳
以
上
の
ご
家
族
に
つ
い

て
、
総
合
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
等
の
受
診

希
望
の
有
無
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
記
入
し
た
調
査
票
は
各
地
区
の
保
健
環
境

推
進
員
へ
５
月
26
日
（
木
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
組
に
入
っ
て
い
な
い
方
は
直

接
市
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
保
健
環
境
推
進
委
員
は
、
各
組
単
位
に
１

名
お
り
、
組
長
が
兼
ね
て
い
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。

※
健
診
日
程
や
内
容
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

希
望
調
査
票
に
同
封
さ
れ
て
い
る
『
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
１
４



暮
ら
し
の
情
報

平成 28年 5月 20

甲
州
市
国
民
健
康
保
険

国
保
人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成

■
対
象
者
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
平

成
29
年
３
月
31
日
時
点
で
35
歳
か
ら
74
歳

の
方
（
昭
和
17
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
57

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

②
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
世

帯
の
方

③
同
じ
年
度
内
に
特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方

■
助
成
金　
１
人
に
つ
き
２
０
，
０
０
０
円

■
定　
員　
１
，
２
０
０
名
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

・
受
付
期
間

　
申
込
み
受
付
中
。（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

・
受
付
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎　

１
階　

国
保
年
金
課
、

勝
沼
支
所
・
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

・
持
ち
物

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

■
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

・
実
施
医
療
機
関

塩
山
市
民
病
院
、
勝
沼
病
院
、
山
梨
厚
生

病
院
、
加
納
岩
総
合
病
院
、
山
梨
県
厚
生

連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
石
和
温
泉
病
院

ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

・
検
査
内
容　
１
日
人
間
ド
ッ
ク

・
受
診
期
間

　
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

■
そ
の
他

・
国
保
人
間
ド
ッ
ク
申
込
者
は
、
市
総
合
健

診
、国
保
個
別
医
療
機
関
健
診
、市
乳
が
ん・

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
す
べ
て
人
間
ド
ッ
ク
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

・
申
し
込
み
は
窓
口
で
の
受
付
け
の
み
と
な

り
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
保
健
事
業
担
当　
　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
５
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
特
別
弔
慰
金
（
第
10
回
）
の
請
求
は
お
済

み
で
す
か
？
～

■
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
ひ
と
り
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等
内
の

親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
請
求
窓
口

　
市
役
所
本
庁
舎　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
山
梨
県　
国
保
援
護
課　
援
護
恩
給
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４

平
成
28
年
度　
市
民
農
園
（
一
葉

や
さ
い
文
学
園
）
利
用
者
募
集

■
使
用
料

・
区
画
面
積
32
㎡
：
３
，
８
８
０
円
／
年
額

・
区
画
面
積
40
㎡
：
５
，
１
８
０
円
／
年
額

※
使
用
料
は
月
割
り
計
算
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
５
月
２
日
（
月
）
～
５
月
20
日
（
金
）

■
貸
出
日

　
６
月
１
日（
水
）～
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

■
募
集
方
法

市
役
所
本
庁
舎　

２
階　

産
業
振
興
課　

農
地
担
当
（
本
庁
舎
２
階
15
番
窓
口
）
で

申
請
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑

が
必
要
で
す
）

※
１
世
帯
１
区
画
の
使
用
と
し
ま
す
。

※
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
２

使
用
済
天
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て
い

ま
す
！

■
回
収
場
所　

　
甲
州
市
役
所
各
庁
舎
、
環
境
セ
ン
タ
ー
、

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
、
勝
沼
健
康
福
祉
セ

　
ン
タ
ー

■
回
収
対
象　

一
般
家
庭
か
ら
出
る
植
物
油（
菜
種
、大
豆
、

コ
ー
ン
、ベ
ニ
花
、ヒ
マ
ワ
リ
、綿
実
、ゴ
マ
）

■
注
意
事
項

・
水
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・
天
か
す
等
の
不
純
物
は
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。

・
鉱
物
油
、
牛
・
豚
油
（
ラ
ー
ド
）、
パ
ー
ム

な
ど
の
脂
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

・
回
収
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
に
廃
食
用
油

を
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
処
理
し
た
廃
食
用
油
を
軽
油
の
代
わ
り
と

な
る
代
替
燃
料
Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
し
て
使
用
し
ま

す
。（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
は
植
物
性
廃
食
用
油
の
リ

サ
イ
ク
ル
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

塩山駅南口
市民ギャラリー

５月２日（月）
〜６月６日（月）

文化協会書道部による作
品を展示いたします。
※展示内容・期間につき
ましては、変更になる
場合もあります。
◆甲州市教育委員会◆



広報こうしゅう21

２
０
１
６
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

甲
州
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
の
お
知
ら
せ

■
日　
時　
６
月
25
日
（
土
）

※
キ
ッ
ク
オ
フ
の
時
刻
は
５
月
12
日
（
木
）

に
発
表
さ
れ
ま
す
。

■
場　
所　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

■
対
戦
相
手　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

■
対
象
者　
市
内
在
住
の
方

■
申
込
方
法

招
待
券
は
、
先
着
順
で
配
布
。（
２
０
０
組

４
０
０
名
様　
無
料
招
待
予
定
！
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
６
月
号
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
８

参
加
者
募
集
！

第
11
回
甲
州
市
ゴ
ル
フ
選
手
権
大

会
（
第
69
回
山
梨
県
体
育
祭
り
ゴ

ル
フ
競
技
代
表
選
考
会
）

■
日　
時　
５
月
26
日
（
木
）

■
場　
所　
境
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
資
格　
市
内
在
住
の
方

■
競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

　
　
　
　
　
　
レ
ー
・
ス
ク
ラ
ッ
チ
競
技

■
費　
用

①
プ
レ
ー
費　
１
４
，
０
０
０
円

　
（
キ
ャ
デ
ィ
ー
・
食
事
付
）

②
参
加
費　
　
２
，
０
０
０
円

　
（
表
彰
式
パ
ー
テ
ィ
ー
代
等
含
む
）

■
締
切
日　
５
月
12
日
（
木
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　

　
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８　
　

　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

２
０
１
６
フ
ッ
ト
パ
ス

　

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
（
重
伝
建
）

に
指
定
さ
れ
た
上
条
集
落
を
散
策
し
、
木
食

白
道
の
遺
作
・
微
笑
仏
に
あ
い
ま
せ
ん
か
。

■
日　
時　
５
月
14
日
（
土
）
雨
天
中
止

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
受
付

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
出
発

■
場　
所　
福
蔵
院
駐
車
場
（
集
合
）

■
定　
員　
30
名
（
当
日
参
加
可
）

■
参
加
費　
７
０
０
円
（
保
険
代
、
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
ブ
ッ
ク
代
お
茶
代
）

■
主　
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ

　
　
　
　
　
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

■
後　
援　

　
あ
る
～
く	

こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

文
化
財
課 

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

第
７
回
上
条
集
落
見
学
会

　
「
重
伝
建
地
区
・
上
条
」
の
集
落
を
一
望
で

き
る
地
点
へ
の
登
山
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
５
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～

■
集
合
場
所　
福
蔵
院
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
（
塩
山
下
小
田
原
１
０
０
５
）

■
参
加
料　
無
料
（
た
だ
し
、
保
険
代
を
当

　
　
　
　
　
日
徴
収
し
ま
す
。）

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
の
場
合
、
登
山
は
中
止
し
、
集
落
見

学
会
に
変
更
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

５
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

写
真
で
甲
州
市
を
元
気
に
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◎
第
１
弾

　
趣
（
お
も
む
き
）

～
甲
州
市
文
化
協
会
写
真
部
四
季
の
写
真
展
～

　
四
季
折
々
、
移
り
行
く
季
節
の
美
し
さ
を

表
現
し
た
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期　
間　
５
月
22
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
１
階

　
　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
室

■
休
館
日　
月
曜
日
、
５
月
３
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
５
月
５
日
（
木
）

■
共　
催　
甲
州
市
文
化
協
会
写
真
部

◎
第
２
弾

　
ほ
れ
、
笑
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
！　

　
～
笑
顔
の
甲
州
市
写
真
展
～

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
甲
州
市
を
元
気

に
す
る
笑
顔
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
期　
間

　
５
月
31
日
（
火
）
～
６
月
19
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
１
階

　
　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
室

■
休
館
日　
月
曜
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

※
甲
州
市
民
文
化
会
館
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は

特
設
サ
イ
ト
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
（http://goo.gl/JVrQ

FV

）

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

◎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
し
ゃ
か
ど
う

　
で
土
偶
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日　
時　
５
月
３
日
～
５
日　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
参
加
費　
２
０
０
円
（
材
料
費
）

※
申
込
不
要
。
30
分
程
度
で
作
れ
ま
す
。

◎
て
く
て
く
歩
こ
う
～
山
城
探
検
①
～

■
日　
時　
５
月
28
日
（
土
）
※
雨
天
中
止

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
頃

■
参
加
費　
５
０
０
円
（
保
険
料
、
資
料
代
）

■
定　
員　
20
名
（
要
申
込
）

■
経　
路　
博
物
館
～
茶
臼
山
～
博
物
館

■
持
ち
物　
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・
シ
ー
ト

◎
し
ゃ
か
ど
う
縄
文
部　
部
員
募
集
！

　
縄
文
時
代
に
興
味
の
あ
る
仲
間
と
一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
作
る・

使
う
」。
大
型
の
土
器
を
作
り
ま
す
。

■
日　
時　
６
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時
～

■
対　
象　
18
歳
以
上

■
部　
費　
年
間
２
，
０
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３
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平
成
28
年
度
「
宇
宙
の
学
校
」

参
加
者
募
集
！

■
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」
と
は
？

　
子
ど
も
た
ち
が
日
常
や
身
の
回
り
で
不
思

議
に
思
う
現
象
の
仕
組
み
な
ど
を
親
子
で
協

力
し
な
が
ら
学
ぶ
体
験
学
習
で
す
。

■
参
加
資
格　
※
市
内
在
住
の
方

　
小
学
校
１
～
４
年
生
と
保
護
者
（
定
員
親

子
50
組
ま
で
）

■
参
加
費　
　
※
初
回
に
集
金

　

１
組　

１
０
０
０
円
（
４
回
分
す
べ
て
含

め
た
額
）

■
日　
程　
　
※
全
４
回

　
第
１
回
・
６
月
12
日
（
日
）、
第
２
回
・
７

月
３
日
（
日
）、
第
３
回
・
９
月
４
日
（
日
）、

第
４
回
・
12
月
４
日
（
日
）

■
時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

■
主　
催　
甲
州
市
教
育
委
員
会

■
共　
催

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
・

宇
宙
・
未
来
の
会
（
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ
Ａ
）

■
場　
所

　
甲
州
市
塩
山
ふ
れ
あ
い
館
ほ
か

　
（
甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
１
８
１
０
番
地
）

■
締
切
日　
５
月
26
日
（
木
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

　
〒
４
０
４
‐
０
０
４
５

　
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０

　

E-m
ail　

s-gakushu@
city.koshu.lg.jp

♪
ピ
ア
ノ
の
魅
力
再
発
見
♪

　
ピ
ア
ノ
の
試
奏
会
を
行
い
ま
す
。
楽
し
い

時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　

　
５
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
１
人
１
時
間
）

■
場　
所　

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

　
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

■
対　
象

　
市
内
の
小
学
生
以
上
で
ピ
ア
ノ
演
奏
が
で

き
る
方
（
18
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定　
員　
各
日	

７
名

■
締
切
日　

　
５
月
24
日
（
火
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　

　
☎
48
‐
２
９
２
１

第
７
回
甲
州
市
児
童
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
ま
つ
り
開
催

　

楽
し
い
あ
そ
び
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て

待
っ
て
い
ま
す
。
お
友
達
も
さ
そ
っ
て
、
気

軽
に
あ
そ
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　

　
５
月
27
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
　
　
　
　
（
東
雲
小
東
側
）

■
対　
象　
３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者

　
　
　
　
　
（
先
着
25
組
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
費　
無
料

■
内　
容　

太
田
美
保
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
音
楽
会
（
手

あ
そ
び
な
ど
）

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
金
魚
す
く
い
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、

手
型
ス
タ
ン
プ
、
ち
び
遊
具
、
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
ま
と
あ
て
な
ど

■
申
込
方
法

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
に
直
接
、
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
５
月
２
日
（
月
）
～
申
込
受
付
開
始

※
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

※
休
祭
日
を
除
く

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
（
野
田
）

　
☎
44
‐
３
７
２
３

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う

■
日　
時　
５
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
未
満
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う

■
日　
時　
５
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
未
満
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
小
学
生
水
泳
教
室
、
大
人
向
け
健
康
運
動

教
室
（
成
人
水
泳
教
室
・
水
中
シ
ェ
イ
プ
）、

や
さ
し
い
ヨ
ガ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
イ
プ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
日
時
、
対
象
、
受
講
料
等
詳
し
い
内
容

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.koshu.

yam
anashi.jp/

）

■
申
込
方
法

電
話
で
予
約
の
う
え
、
直
接
窓
口
で
受
講

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日

　
５
月
21
日
（
土
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
１
５
９
６
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甲
州
市
フ
ル
ー
ツ
娘
を

募
集
し
ま
す
！

　
甲
州
市
の
観
光
及
び
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て

く
れ
る
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　
あ
な
た
も
「
フ
ル
ー
ツ
娘
」
に
な
っ
て
み

ま
せ
ん
か
！

■
主
な
活
動

①
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

②
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

※
10
月
実
施
の
甲
州
市
か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ

り
及
び
甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ

の
イ
ベ
ン
ト
協
力
は
必
須
と
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
、
テ
レ
ビ
等
へ
の
出
演
・
雑
誌
の

取
材
等

■
応
募
資
格

　
前
項
の
活
動
に
対
し
て
理
解
と
関
心
を
持

ち
、
甲
州
市
及
び
近
隣
市
町
村
に
在
住
す
る

30
歳
く
ら
い
ま
で
の
女
性
の
方

■
募
集
定
員　
20
名
前
後　
　

■
委
嘱
期
間　
２
年
間

■
応
募
方
法

　
観
光
交
流
課
及
び
甲
州
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
応
募
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
履
歴
書
１
通
（
顔

写
真
貼
付
）
を
添
付
し
観
光
交
流
課
ま
で
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

第
１
次
審
査　
書
類
選
考

第
２
次
審
査　
面
接
（
選
考
後
、
郵
送
で

応
募
者
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。）

■
応
募
期
間

　
５
月
２
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
火
）

◆
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
役
所　
観
光
交
流
課　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
っ
ぷ
っ
ぷ開館

時
間
を
延
長
し
ま
す

■
開
館
日　
月
曜
日
～
金
曜
日

■
時　
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
勝
沼
支
所　
２
階

■
内　
容

　
今
年
度
か
ら
「
マ
マ
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
ハ
イ
ハ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」「
大
型
遊
具
で
遊

ぼ
う
」「
三
世
代
交
流
会
」「
プ
レ
マ
マ
＆
マ

マ
ス
ト
レ
ッ
チ
と
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
」
な

ど
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
っ
ぷ
っ
ぷ

　
☎
39
‐
９
３
８
２

園
庭
開
放
の
お
知
ら
せ

　
市
内
公
立
保
育
所
で
は
5
月
か
ら
園
庭
の

開
放
を
行
い
ま
す
。

■
日　
時　
月
1
回　
午
前
10
時
～
11
時

■
対　
象　
保
育
所
や
幼
稚
園
に
入
所
し
て

い
な
い
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
現
在
、
保
育

所
や
幼
稚
園
に
入
所
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の

兄
弟
も
含
む
）

■
実
施
園

　
松
里
保
育
所　
毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
※
８
月
は
10
日
（
水
）
で
す

　
東
雲
保
育
所　
毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
※
11
月
は
16
日
（
水
）
で
す

　
奥
野
田
保
育
所　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
大
和
保
育
所　
　
毎
月
第
３
木
曜
日

※
ご
不
明
点
は
各
保
育
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

①
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
の
体
調
が
悪
い

場
合
は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。

②
園
庭
で
お
子
さ
ん
と
あ
そ
ぶ
時
は
、
け
が

の
な
い
よ
う
に
保
護
者
の
方
が
責
任
を

も
っ
て
必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
ご
家
庭
か
ら
お
も
ち
ゃ
・
お
や
つ
を
持
っ

て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
水
分
補
給
の
た
め
ジ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
、

お
茶
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

⑤
帽
子
・
タ
オ
ル
・
着
替
え
な
ど
必
要
に
応

じ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
松
里
保
育
所　
　
☎
33
‐
４
１
３
０

　
東
雲
保
育
所　
　
☎
44
‐
０
３
９
４

　
奥
野
田
保
育
所　
☎
33
‐
４
１
３
２

　
大
和
保
育
所　
　
☎
48
‐
２
１
５
８

　
企
画
・
宣
伝
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
９
２
）

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

玉
宮
地
区
幹
線
道
路
全
線
供
用
開
始

　
平
成
17
年
度
か
ら
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
（
玉
宮
地
区
）
で
皆
さ
ん
と
一
体
と
な

り
進
め
て
参
り
ま
し
た
玉
宮
地
区
幹
線
道
路

が
、
平
成
28
年
４
月
15
日
の
午
前
10
時
か
ら

全
線
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
幹
線
道
路
は
、
農
業
振
興
を
目
的
と
し

て
建
設
さ
れ
た
農
道
で
あ
り
ま
す
が
、
周
辺

の
小
・
中
学
校
の
通
学
路
及
び
地
元
住
民
の

通
勤
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
通
行
量
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
、
交
通

安
全
へ
留
意
さ
れ
、
道
路
利
用
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
残
り
1
年
と
な
り
ま

し
た
玉
宮
地
区
の
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
農
林
土
木
課　
管
理
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
３

上井尻地区の青年メ
ンバーが、３月２３
日の井尻小卒業式に
合わせ黒板にチョー
クで絵を描く「黒板
アート」を制作し、
卒業する子ども達を
お祝いしました。

児童の卒業を祝い
黒板アートをプレゼント
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無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

■
日　
時　

　
５
月
16
日
（
月
）　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場　
所　

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
６
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
５
月
６
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

休
日
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

■
日　
時　

　
５
月
28
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～
12
時
20
分　

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　

　
５
名
（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

※
５
月
９
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
消
費
生
活
相
談
（
要
予
約
）

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

■
日　
時　
５
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
12
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　

容　

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、

サ
ラ
金
、
多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
労
働

契
約
、
社
会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

■
そ
の
他

・
５
月
６
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　

　
５
月
12
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
５
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
研
修
室
３

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

平
成
28
年
度
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
中

　
こ
の
共
済
は
、加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ

た
場
合
に
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
を

お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。
掛

金
は
ひ
と
り
年
間
５
０
０
円
で
共
済
期
間
は

平
成
28
年
４
月
１
日
（
中
途
加
入
の
場
合
は
、

そ
の
翌
日
）
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

○
特
設
人
権
相
談
所
開
設

■
日　
時　

　
６
月
１
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場　
所　

　
恩
賜
林
記
念
会
館　
　
２
階　
和
室

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階　
会
議
室
Ａ

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階　
研
修
室
３

■
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

■
内　
容

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

■
日　
時　

　
５
月
17
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

■
場　
所　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
☎
44
‐
２
６
１
２
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す
こ
や
か
発
達
相
談
（
要
予
約
）

■
日　
時　
５
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

■
そ
の
他

※
嚥
下
相
談
に
関
し
て
は
申
し
込
み
後
に
相

談
の
う
え
、
日
程
を
決
め
ま
す
。

※
相
談
内
容
や
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
な

ど
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
３　
ＦＡＸ
32
‐
３
０
７
２

も
の
忘
れ
相
談
（
要
予
約
）

■
日　
時　
５
月
20
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※
こ
の
相
談
は
、無
料
で
す
。
５
月
18
日（
水
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
毎
月
第

３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
要
予
約
）

〔
時
間
外
相
談
日
〕

■
日　
時　

　
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時
）

　
５
月
11
日
、
18
日
、
25
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
５
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

（
要
予
約
）

■
視
覚

　
石
原　
テ
ル　
氏　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤　
養
蔵　
氏　
　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村　
千
鶴　
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村　
安
孝　
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中　
美
津
江　
氏　
☎
32
‐
３
１
２
０

■
知
的

　
雨
宮　
さ
つ
き　
氏　
☎
32
‐
０
２
８
５

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所

で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

■
日　
時　
５
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
（
要
予
約
）

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
５
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
締
切
日　
５
月
11
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

介
護
者
の
会

『
四
つ
葉
の
会
』
例
会

■
日　
時　
５
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
第
１
会
議
室

■
内　
容

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
介
護
者
同
士
の
交
流
会

■
対　
象

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

■
締
切
日　
５
月
９
日
（
月
）

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　
☎
32
‐
５
６
０
０

～
藻
谷 

浩
介 

氏　
講
演
！
～

「
甲
武
信
水
の
森
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク（
仮
称
）登
録
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
市
で
は
、
山
梨
、
埼
玉
、
長
野	

３
県
の
関

係
市
町
村
及
び
山
梨
県
と
連
携
し
て
、
秩
父

多
摩
甲
斐
国
立
公
園
を
中
心
と
す
る
地
域
の

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
登
録
推
進
に
向
け
た
気
運
を
高
め
る
た
め
、

藻
谷
浩
介
氏
を
お
招
き
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時

　
５
月
29
日
（
日
）

　
午
後
２
時
～

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

■
内　
容　

①
講
演

　
「
自
然
と
共
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
～
里
山
の
ち
か
ら
～
」

　
藻
谷	

浩
介	

氏

　
（
株
）
日
本
総
合
研
究
所	

主
席
研
究
員

②
伝
統
芸
能
披
露

　
「
一
之
瀬
高
橋
の
春
駒
」

③
発
表

　
「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
」（
仮
題
）

　
山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学
校

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
推
進
協
議
会

　
設
立
準
備
事
務
局

　
（
山
梨
県
森
林
環
境
部　
み
ど
り
自
然
課
）

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
２
２
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日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

不動産無料相談
■日　時　5月19日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４

市の人口 ※平成 28年 4月 1日現在
（　　）内前月比

	 人口	 33,112人	 （－ 102 人）
	 男	 16,011人	 （－ 54人）
	 女	 17,101人	 （－ 48人）
	 世帯	 13,228世帯	（± 0世帯）

温かな善意ありがとうございました
◎甲州市社会福祉協議会へ
　つみくさ会
　塩山北中学校生徒会
　ひふみ会　代表　安間一秀さん

注意

安全な登山のために
ついに春山シーズン到来！
　安全で楽しい登山のためには、事前の準備や登山中
の事故防止に十分注意することが必要です。

★経験や体力に応じて山を選び、
無理のない日程を！

★単独登山は避け、無理だと思っ
た時には「引き返す勇気」を！

◎万が一の捜索や救助活動に備え、入山の前に、警察
署、職場、学校などに「登山計画書」を提出、さら
に「コンパス」の登録を！

コンパスって何？
　コンパスとは、簡単に登山届けの登録ができるサイ
トのことです。警察や自治体と連携しているので、も
しもの時の素早い対応に役立ちます。
　家族や仲間とも情報を共有できるので、安心感の向
上につながります！

コンパス登録、詳細はこちら！

日下部警察署　地域課
☎０５５３－２２－０１１０

ゴールデンウィーク中の

交通事故 !
いつも通っている道でも・・・
　ゴールデンウィーク中は観光客が増え、交通事
故の危険が高くなります。
　「慣れた道」であっても、いつも以上に注意を
払って運転してください。

気持ちと時間に
余裕のある運転を！

　ゴールデンウィーク中は、観光地の道路や高速
道路で渋滞が発生します。
　お出かけの際は、交通道路情報を事前に収集し、
気持ちと時間に余裕を持ち、安全で快適な運転を
心掛けてください。
　焦りやイライラは交通事故のもとです。

交通情報のお問い合わせ
日本道路交通情報センター

☎０５５－２３２－５０００

◆日下部警察署　交通課◆
◆連絡先　０５５３－２２－０１１０◆
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★お問い合わせ先★
　勝沼図書館� ☎４４‐３７４６
　塩山図書館� ☎３２‐１５０５
　大和図書館� ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館� ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

◆勝沼図書館ブックリサイクル
♪日時　５月３日（火）・４日（水）・５日（木）
　　　　各日　午前１０時～午後４時
♪会場　勝沼図書館前テント

◆おどる！てまえみそ＆こうじ展
♪会期　６月２６日（日）まで開催中
♪会場　甘草屋敷子ども図書館
　「発酵食品で日
本の文化を豊かに
したい！」山梨県
の方を中心に作ら
れた発酵文化応援
チームの絵本です。

◆勝沼図書館おりがみ教室①
♪日時　５月７日（土）　午後２時～
♪会場　勝沼図書館（要申込）
♪内容　「雨の日のトトロ」
　一般向け　　１５名
　子ども向け　１５名

◆甘草屋敷子ども図書館
　パークライブラリー＆縁側カフェ
♪日時　５月１４日（土）・１５日（日）　　
　　　　午前１０時～午後４時まで
　甘草屋敷の庭に設置したブースで親子や友達
同士で一緒に絵本を読んでみよう！全部まわる
と、すてきなプレゼントが♪どなたでも参加で
きます。
●お父さんのおはなし会　
♪日時　５月１５日（日）午前１０時３０分～
♪会場　甘草屋敷子ども図書館

◆山梨むかしがたりの会公演
　「聞いておくんなって　さつき昔語りの会」
♪日時　５月２２日（日）午後１時３０分～
♪会場　甲州市民文化会館　第２研修室
　小学生から大人まで楽しめる、甲州弁で語ら
れる昔話。出演：つくしんぼうグループ
　参加申し込みは塩山図書館まで

◆知的書評合戦ビブリオバトル
　　　　　　IN�塩山　小中学生大会
♪日時　５月２８日（土）午後２時～
♪会場　甲州市民文化会館　ロビー
　熱い要望にお応えしての開催です！
　小中学生の皆さんがどんな本を紹介してくれ
るのか楽しみです！当日の観戦は自由です。
（投票定員３０名）

◆まーの・あ・まーの　お話会
♪日時　５月１４日（土）
　　　　午前１０時３０分～
♪会場　勝沼図書館
　手話による読み聞かせとアニマシオン

◆勝沼図書館蔵書点検のお知らせ
　６月１日（水）から１０日（金）まで蔵書点
検作業のため休館させていただきます。

◆知的書評合戦ビブリオバトル�IN�塩山⑨
♪日時　６月１８日（土）午後５時３０分～
♪会場　塩山図書館
　今回もどんな熱いバトルが繰り広げられるの
かワクワクです♪当日の観覧は自由です。
（投票定員３０名）

◆子ども図書館ワークショップ「イカしたイカレレをつくろう♪」
♪日時　６月１２日（日）午前１０時～正午
♪会場　甘草屋敷子ども図書館
♪内容　ティッシュの空き箱を使って、ウクレレならぬ「イカレレ」を作って
　　　　みませんか♪完成したら皆で演奏会もできるよ♪
♪対象　幼児から大人（定員１５名）参加お申し込みは５月１日（月）から塩山図書館まで。
※はさみをつかいますので、小さいお子さんは必ず保護者同伴でお願いします。
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わが家のスター

周生はいつもお手伝いと弟の面倒を見て
くれてありがとう。２人の笑顔にいつも
癒されてるよ。いつまでも仲良しでね。

父・周平さん、母・麻美さん
（上井尻）
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〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085番地 1　☎	0553-32-2111　FAX	0553-32-1818

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

インターネットから 24時間手続きができる！

クレジットカードでも
市税等の納付ができます

●ご利用いただける方
　固定資産税、軽自動車税については 5月上旬に、市・県民税については 6月上旬に、国民健康保険税
については 7月上旬に送付する納税通知書に納付書が添付されている方となります。
●ご利用方法
　お支払いはとても簡単 !  画面の指示に従って、情報の入力と確認を行えば手続きは完了します。
パソコンから　▼アクセス方法
ＵＲＬを直接入力 URL http://koukin.yahoo.co.jp/ Yahoo! JAPANで「ヤフー公金支払い」と検索
携帯電話から　▼アクセス方法
ＵＲＬを直接入力 URL http://koukin.mobile.yahoo.co.jp/
●決済手数料
　納付書１枚ごとに全額納税義務者負担の決済手数料が必要となります。
◆詳細は甲州市ホームページをご覧ください。　http://www.city.koshu.yamanashi.jp

●市 ･県民税（普通徴収）　　●固定資産税
●軽自動車税　　●国民健康保険税（普通徴収）

対象
税目

ご準備
いただ
くもの

納付書
パソコンまたは携帯電話ご利用可能なクレジットカード

上記のブランドロゴが入ったカードがご利用いただけます

ＱＲコードを取り込む
カメラ付き携帯電話で
QRコードを取り込む

平成２８年度
利用開始

◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp


